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１ 学会からのお知らせ 

 

１．ニュースレター第100号に寄せて 

会長 権藤 敦子 

2025年５月18日，ニュースレター第100号が発行されました。学会創設 30年を機に2000年３月

20日に第１号が発行されて，まさに四半世紀となります。第20号が2005年，第40号が2010年，そ

して，第80号が2020年，つまり，25年間にわたり休むことなく，毎年４回，学会からのお知らせを

会員の皆様に届け続けてきたということになります（各号の最初の頁が下の写真です）。 

第１号巻頭のご挨拶，山本文茂会長の「会員の皆様お一人お一人がみずからの課題意識を一層鮮明

にされ，本学会の諸活動に積極的に関与されることを心からご期待申し上げます」という呼びかけに

始まり，大会報告，理事会報告，投稿規定改正，会則等改正，ISME，APSMERの案内，会員の声，会員

の動向等の記事からなる充実した誌面は，その後の号においても引き継がれ，会員の参加・研究交流

のための重要なプラットフォームとなり，学会の発展を支えてきたと言っても過言ではありません。 

手作りで第１号の編集を担当された村尾忠廣副会長は，「学会の情報公

開というだけでなく，会員と理事会，また会員相互のコミュニケーショ

ンという点でもきわめて有意義なものになるのではないでしょうか」と

編集後記に書いておられます。また，第２号で宮野モモ子事務局長は，

「音楽教育の今を会員みんなで共有し，これからの若い会員，個人個人

のつぶやきや想い，そして刺激し合うようなホットな学術的，実践的な

話題の掲載によって，会員相互の心が近づき，しのぎ合いながらも明る

く活動していける活力の源となるようなもう一つの刊行物があってもよ

い」と継続への期待を書いておられます。25年経った今もその方針は変

わることなく，その時々の編集担当者が努力と工夫を重ね，100 号もの

充実したニュースレターを発行し続けてきたことに感謝するとともに，

10センチ近くの厚みにもなるこの冊子の蓄積を心から誇りに思います。 

第１号からめくっていくと，第４号には「学会ホームページ開設のお知らせ」，第８号には「院生連

絡会」報告や「院生フォーラム」の呼びかけ，第10号には韓国音楽教育学会との姉妹学会締結文書，

第11号には「第二学会誌創刊についてのお知らせ」など，現在に至る正確で重要な記録を確認するこ

とができます。第57号からはリレー形式での連載

「〈特集〉音楽・教育・学校」も継続しています。 

ウェブ公開版（第６号以降）は学会のホームページ

で，会員版（第74号以降）はマイページでいつで

も見ることができます。また，2025年以降メール

配信に切り替えて会員の皆様にお届けしています。

ニュースレターの役割の重要性を引き続き確認し

ながら，よりよいかたちを工夫して今後も発信を

続けてまいりますので，学会のアドレスから届く

出来立てのニュースレターを学会活動への参加，

研究交流にお役立て下さい。 

No. 1（2000. 3. 20） 

No. 20（2005. 6. 30） No. 40（2010. 6. 30） 

No. 80（2020. 5. 18） 
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２．日本音楽教育学会第56回大会（長崎大会）のご案内（第１報） 

大会実行委員長 西田 治 

第56回大会（長崎大会）は，11月８日（土），９日（日）の両日，長崎大学 文教キャンパスにて

開催されます。同期間に長崎で国民文化祭が開催される関係でホテルがとりにくいことが予想されま

したが，現在，まだホテルの空きもあるようです。ぜひ多くの方々にご参加いただきたく存じます。 

大会テーマは，「日本の音楽教育の未来を語り合う」です。少し手を伸ばせば，多様な音楽を聴く

ことも，演奏することも，AIなどを使って音楽をつくることもできる今日。音楽教育はどのようにあ

るべきなのか。その未来像について語り合う場を提供したくテーマ設定いたしました。音楽教育の未

来像という意味では，10年に一度，改訂が行われる学習指導要領もその一つですが，学習指導要領に

即した議論はすでに多くの場で行われています。学会という場だからこそ，学習指導要領を起点とす

るのではなく，より根本的，多角的に語り合えるようシンポジウムで話題提供いたします。シンポジ

ウム登壇者は以下の通りです（敬称略）。 

 

作曲家の視点から：野村 誠（作曲家） 美術教育から：茂木 一司（跡見学園女子大学） 

哲学から：今田 匡彦（弘前大学）   情報技術と音楽から：井手口 彰典（立教大学） 

 

シンポジウムでの話題提供を受けて，ご参会の皆様で未来像を語り合っていただけるよう大会をデ

ザインしてまいります。また，情報交換会も語り合いの場に特化させるためアトラクションは一切行

いません。その代わり，開会式後，長崎にちなんだ楽曲によるミニコンサートを実施いたします。野

村誠氏による演奏，福井昭史氏による幻想曲など３曲を予定していますので是非ご参加ください。 

また，情報交換会では長崎らしい食材・料理をご提供できるよう準備していると同時に，ゲストの

野村誠氏，茂木一司氏にもご参加いただく予定です。シンポジウムの話題提供を受け，ぜひ情報交換

会で交流と議論を深めてください。 

長崎は，和華蘭（わからん）文化が花ひらく街といわれています。古くから交易の拠点であった長

崎は，日本だけではなく，中国，オランダの文化が入り混じり，食文化，街並みに様々な影響がみら

れます。和華蘭文化，平和，世界遺産，軍艦島，波佐見焼，長崎べっ甲，対馬真珠など……これを機

に長崎そのものを体験していただく機会となることも併せて願っております。ぜひ多くの方にご来県，

ご参会いただきたく存じます。詳しくは大会HP：https://jmes-nagasaki.jimdofree.com/ をご覧ください。 

 

【日程表】（暫定版）※変更の可能性があります。 

11月８日 

（土） 

9:00                13:00     13:50     14:50  15:00       17:00   17:10    18:10  18:20 

研究発表Ⅰ 

（口頭発表） 
昼休憩 

開会式 

KMES会長

招待講演 

コンサート 

 

実行委員会企画 

 

シンポジウム 

 

学会賞 
授与式 

総 会 
 

情報 

交換会 
 

ポスター発表Ⅰ 

11:30－12:30 
 

  

11月９日 

（日） 

9:00                           12:30     13:20         15:00  15:10        16:40 

研究発表Ⅱ 

（口頭発表） 
昼休憩 

常任理事会

企画 
 

共同企画 

 
院生フォーラム 

10:00－11:00 

ポスター発表Ⅱ 

11:30－12:30 
 

〈プロジェ

クト研究〉 
 

 

https://jmes-nagasaki.jimdofree.com/
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３．学会賞審査委員会報告 

第９回学会賞審査委員長 権藤 敦子 

2025年４月５日開催の学会賞審査委員会（オンライン開催）にて，以下のように，第９回学会賞の

受賞者が選ばれました。なお，授与式は 2025年 11月８日，日本音楽教育学会第 56回大会（長崎大

会）第１日目の総会に先立ち行われます。 

 

第９回学会賞受賞者：松川 亜矢 会員 

授賞対象論文：「ある音楽大学卒業生のプロティアン・キャリア形成過程 

―ライフストーリー法による事例研究―」 

（『音楽教育学』第53巻第２号掲載） 

選定理由： 

本論文は，音楽大学卒業生を対象に，そのキャリア観とキャリア形成過程の一端を明らかにした事

例研究である。ライフストーリー法によって得られた語りの分析と解釈が，個別性を損なうことなく

丁寧に行われ，先行研究も踏まえて説得力のある論理構成となっている。専攻準拠型キャリア観の限

界を直視し，音楽大学での学びのあり方をプロティアン・キャリア形成という視点で問い直している

ことも新規性があり興味深い。対象事例は限られているが，研究方法の汎用性と緻密な分析による記

述は高く評価できる。 

以上の理由により，今後の音楽教育研究の発展に資することが期待される研究として，本論文を第

９回学会賞授賞対象論文に選定した。 

 

４.編集委員会からのお知らせ 

編集委員長 今川 恭子 

第26期編集委員会は２年目に入りました。委員一同，充実した学会誌づくりのために引き続き努力

して参る所存です。皆様のお力添えをお願い申し上げます。 

学会誌は会員の投稿を中心に構成されます。とはいえ，投稿に対して掲載に至る原稿の少なさは大

きな問題です。2024 年度の実績をご報告しますと次の通りになります。『音楽教育学』への投稿は研

究論文12本，研究報告３本，論考１本で，その内掲載に至ったのは報告が１本，修正再審査中の論文

が１本です。『音楽教育実践ジャーナル』は投稿総数が16本で，掲載は特集・自由投稿あわせて５本

でした。今年度第１回の委員会は４月20日に開催され，『音楽教育学』の論文４本（修正再審査含む），

報告１本，論考１本を，『音楽教育実践ジャーナル』の特集投稿６本，自由投稿13本を審査し，『教育

学』の論文１本が採択，２本が修正再査読となり，『ジャーナル』は特集・自由投稿あわせて９本が採

択（修正条件付き含む）されました。委員会は無欠点の論文を求めているわけではありません。原稿

の中に「光るもの」を見つけ出して掲載に至るサポートをするのも委員の仕事です。本学会の研究の

充実を内外に示す原稿の掲載を増やすことを目指していきたいと思います。 

なお，2024年度に立ち上がった学会誌検討委員会の答申が先の理事会で示され，今後編集委員会規

定，投稿規定，執筆の手引き等の改訂が進められる可能性があります。会員の皆様の投稿に支障が出

ないよう逐次丁寧な発信を心がけて参りますが，皆様におかれましては常に最新の規定類，手引き等

をご確認くださるようお願いいたします。 
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５．選挙管理委員会からのお知らせ 

第27期 会長・理事選挙 ―電子投票の期間・パスワード・手順― 

選挙管理委員長 山内 雅子 

６月20日頃，会員の皆様のお手元に「第27期 会長・理事選挙【重要】」と明記されたはがきが届

く予定です。この《選挙はがき》には，電子投票の期間（投票開始日時，同終了日時），電子投票シス

テムにログインするための個別のパスワード，投票の手順が記載されています。この《選挙はがき》

は再発行することができません。電子投票終了まで，大切に保管してください。 

【電子投票の期間と手順】 

 

 

 

① 日本音楽教育学会ウェブサイトにアクセスし，「2025選挙はこちら」をクリック。 

 

                     

 

                      

ログインすると投票画面になります。投票画面冒頭の「選挙公報」をよく読み，続いて会長候補者

一覧から１名，所属する地区の理事候補者一覧から定数以内の人数の候補者を選び，チェックしま

す。 

             

 

 

 

会長と所属地区（ここでは九州地区を例示）の「次へ」「前へ」のボタン。会員数の多い地区は複数画

面に分かれています。 

 

会長と理事の両方にチェックを入れてから「送信」をクリックします。投票内容の確認の画面になり

ます。この後「投票」に移りますが，投票は１回限りしか行えませんので，選挙内容をよく確認して

から「投票」ボタンを押してください。修正する場合は「戻る」ボタンを押して，投票画面に戻って

下さい。  

「投票」ボタンを押すと「投票が完了しました」というメッセージが出て，投票完了です。このメッ

セージが出ない場合には，最初からやり直してください。 

電子投票終了：2025年７月４日（金）24時 

 

パスワードは半角英数字で，大文字・小文字の区別あり。 

②「電子投票システム 投票ログイン画面」で，

《選挙はがき》に記載されているパスワードを

入力してログイン 

 

 

最初に会長候補一覧，「次へ」を押すと， 

所属地区の理事候補者一覧に遷移します。 

電子投票開始：2025年６月22日（日）０時 

投票する人にチェック☑を入れる⇒ 

取り消す場合はもう一度クリック 
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６．第12回ワークショップ ―インタビュー調査の基本と応用を学ぼう― 

企画担当 小川 容子・樫下 達也・菅 裕・山下 薫子 

日 時：2025年８月２日（土）10：00～17：00 

場 所：東京藝術大学 ５−401 

講 師：杉山 祐子（弘前大学名誉教授） 

形 式：ワークショップと講演 

 

研究成果を裏付ける研究データとして，インタビュー調査を実施する人が多くなっています。対象

者の意識を深掘りするために使用したり，実験や質問紙調査で見逃してしまった情報を収集したり，

集団の中で議論がどのように進むのか，その討論過程を追跡するために使用するなど，多様な実践場

面が考えられます。いずれの場面においても臨機応変な対応が求められますので，どうすればうまく

インタビューができるのか，さまざまなスキルを学ぶ必要があります。 

そこで本ワークショップでは，インタビュー調査の手順や方法，対象者の気持ちに寄り添う進め方

や本音を聞き出すコツなど，実践に役立つ方法を学びます。ワークショップの前後では，杉山先生の

ご講演も予定しております。ワークショップを通して，調査者（interviewer）と調査対象者（interviewee）

の両方の立場を体験しながら，スキルの向上を目指しましょう。あわせて，研究倫理に関する作法や

データ収集後の分析方法についても理解を深めましょう。インタビュー調査に興味のある皆様（学部

学生～博士課程在籍者，研究者，教員など）の参加を，心よりお待ちしています。 

＊受講を希望される方は，学会ホームページ（https://xn--6oqq31akwh8pa94cx0fi79cv40b.com/ ）から

お申し込みください。６月なかば以降に専用サイトを公開する予定です。 

７．学会企画研究部会報告（質問紙調査部会） 

質問紙調査部会代表 杉江 淑子 

「小・中学生の生活と音楽に関する調査2024」の回答フォーム受付を３月初旬に全て終了しました。

理事の皆様はじめ，会員の皆様の多大なご尽力により，目標数を大幅に上回る25,000を超える回収数

を得ることができました。当初，調査協力校を 80～100 校程度と想定していましたが，最終的に 163

校からの協力を得ました。回収目標数は地区単位で定め，必ずしも全都道府県での実施を条件とはし

ませんでしたが，結果的には，38都道府県にて実施いただき，地方の小規模校から中核都市や大都市

の大規模校に至るまで，地域特性や学校規模の観点からも十分な多様性が確保されています。 

調査票作成に際し助言いただいた外部研究者から，「まさに大規模調査となり，精度の高い貴重なデ

ータです。ここまでのサンプルを収集できるのは，社会調査でそれほどないのではと思われ，学会の

皆さんの熱意と団結力を感じます」とのコメントをいただきました。貴重なデータを活かして，現代

の子どもと音楽との関わり方を多角的な視点から掘り下げ，分析結果を音楽教育の場に還元していく

責任をひしひしと感じているところです。 

質問紙調査部会では，現在，回答データの集約／統合作業に着手しており，有効回答の精査を終え

た後，基礎集計／分析にとりかかります。併せて，調査地域の産業構造やその他の地域的特徴につい

て，地域別データを有する政府統計等から補完的に把握する作業も進めてまいります。その後，調査

報告書の作成と調査協力校への送付，会員への調査結果報告，調査データのアーカイブ化，及び本学

会会員への調査データ提供方法の検討などを順次進めていく予定です。 

https://日本音楽教育学会.com/
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８．教科教育学コンソーシアム報告 

教科教育学コンソーシアム担当理事 伊藤 真 

教科教育学コンソーシアムは国内外の教科教育とその研究の発展をめざした，14の学協会からなる

組織です。2025年３月９日（日）に第５回シンポジウム「教科教育学研究の新・論点争点―学の越境

がもたらす倫理的，政策的，社会的課題を考える―」（於：キャンパスプラザ京都）が開催されました。

今回のシンポジウムでは，教科教育学コミュニティを越えたソト（学校の現場，政治の世界，教師・

市民の活動）への越境について３つの議論を行いました。第１は，教科教育研究における研究倫理の

問題です。研究対象となる子ども，その保護者，学校関係者等，想定される多様なステークホルダー

との研究同意の形成プロセス，人を対象とした研究における危害の最小化と研究対象者である子ども

にとっての利益の最大化，およびオープンサイエンスにおける研究の透明性（データの公開）と子ど

ものプライバシー保護の最適なバランスについて，継続的に議論・対話することの重要性が示されま

した。第２は，教科教育と政治・政策の関係の問題です。高校公民科の新科目「公共」の成立過程を

事例として，教育課程を決定する者は社会の論理と教科の論理を往還し，教科内外の人に説得できる

ことが重要であることが指摘されました。また，海外の教科教師団体の事例から，日本の教科教育関

連学協会が政策に対していかに関与できるかについて，議論の必要性が指摘されました。第３は，教

科教育学研究者と学校現場の実践家の関係性の問題です。教科教育学研究者が実践家の授業に対して

問題提起することなく，ただ擁護することは（研究者としては）批判されるべきであり，児童生徒の

学びの様子を観察・分析したり，実証研究の知見をふまえたりした上で，児童生徒や地域の実態に沿

った授業理論や授業計画を提案する「批判的な伴走者」であることが望まれると主張されました。 
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２ 音楽教育の窓 

１．2025年度に開催される音楽教育に関わる学会・研究会等の情報 

5月24日（土）  音楽教育史学会第38回大会 

場所：東京学芸大学 芸術館学芸の森ホール URL： https://note.com/os_phd/n/nfd899fbe4e53 

6月14日（土）・15日（日）   日本音楽知覚認知学会2025年度春季研究発表会 

場所：豊橋技術科学大学 A棟A-114教室およびA棟ホール URL： https://jsmpc.org/meetings/ 

6月21日（土）・22日（日）   日本音楽表現学会第2３回（杜の都－楽興のとき）大会  

場所：宮城教育大学 青葉山キャンパス  

URL： http://www.music-expression.sakura.ne.jp/meeting/meeting-top.html 

6月21日（土）・22日（日）  日本カリキュラム学会第36回大会 

場所：花園大学  URL： https://jscs-info.jp/meeting/meeting.html 

7月9日（水）～11日（金）   APSMER  Annual Conference 2025 

場所：パース（オーストラリア）  URL： https://apsmer.com.au 

7月10日（木）～１２日（土）   PECERA  Annual Conference 2025  

場所：上海（中国）  URL： https://pecera2025.shnu.edu.cn/main.htm 

8月21日（木）・22日（金）・23日（土）   日本赤ちゃん学会第25回学術集会 

場所：相模女子大 URL： https://jsbs2025.net/ 

8月23日（土）・24日（日）   日本学校音楽教育実践学会第３０回全国大会  

場所：大阪教育大学 天王寺キャンパス  URL： https://www.27ongakujissen.com/ 

8月23日（土）・24日（日）   日本コダーイ協会全国大会 202５ in Osaka 

場所：大阪成蹊大学 駅前キャンパス こみちホール  URL： https://x.gd/EOpTi 

8月23日（土）・２５日（月）・２６日（火）   日本教育学会第84回大会 

場所：上智大学 四谷キャンパス会場 ハイフレックス方式 URL：  https://www.jera.jp/24121218-2/ 

8月2８日（木）～3０日（土）   全国大学音楽教育学会第40回全国大会（浜松大会） 

場所：アクトシティ浜松（中ホール・コングレスセンター） URL： https://www.nacome.com/ 

8月30日（土）   音楽学習学会第21回大会 

場所：椙山女学園大学 URL： https://jsml.jp/plugin/blogs/show/2/7/126 

9月5日（金）〜7日（日）   日本音楽療法学会第25回学術大会 

場所：つくば国際会議場  URL： https://jmta25.umin.jp/ 

9月20日（土）・21日（日）   日本教師教育学会第35回研究大会 

場所：宇都宮大学 峰キャンパス  URL： https://35th.jsste.jp/ 

9月27日（土）・28日（日）   教育史学会第69回大会 

場所：金沢大学  URL：https://kyouikushigakkai.jp/   

9月28日（日）   幼児音楽研究会第169回研究大会 

場所：鈴木楽器東京支店コミュニケーションショップルーム ハイフレックス  

URL： https://youonken.com/ 

9月（開催予定）   日本電子キーボード音楽学会 第20回全国大会 

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター（予定） URL： http://jsekm.jp/23.htm 

https://note.com/os_phd/n/nfd899fbe4e53
https://jsmpc.org/meetings/
http://www.music-expression.sakura.ne.jp/meeting/meeting-top.html
https://jscs-info.jp/meeting/meeting.html
https://apsmer.com.au/
https://pecera2025.shnu.edu.cn/main.htm
https://jsbs2025.net/
https://www.27ongakujissen.com/
https://x.gd/EOpTi
https://www.jera.jp/24121218-2/
https://www.nacome.com/
https://jsml.jp/plugin/blogs/show/2/7/126
https://jmta25.umin.jp/
https://35th.jsste.jp/
https://kyouikushigakkai.jp/
https://youonken.com/
http://jsekm.jp/23.htm
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10月4日（土）・5日（日）   日本教育方法学会第61回大会 

場所：鳴門教育大学  URL： https://www.nasem.jp/61th-meeting/ 

10月23日（木）・24日（金）   全日本音楽教育研究会全国大会佐賀大会 

場所：佐賀市文化会館  URL： https://www.jsme.net/ 

11月1日（土）・2日（日）   日本音楽学会第7６回全国大会 

場所：札幌大谷大学  URL： https://www.musicology.jp/activities/convention/ 

11月１５日（土）・1６日（日）   日本教科教育学会第5１回全国大会 

場所：日本福祉大学 美浜キャンパス  URL： https://jcrda.jp/zenkokutaikai2024.html 

12月6日（土）・7日（日）   日本民俗音楽学会第３8回大会  

場所：国立音楽大学 URL： http://s-jfm.org/ 

2026年1月11日（日）   初等教育カリキュラム学会 第１０回大会  

場所：広島大学 東広島キャンパス  URL： https://seec-web.com 

 

 

 99 号ニュースレターの試行を経て，今号 100 号より，ニュースレターはメール配信にて会員の

みなさまのお手元にお届けいたします。 

つきましては， 

① マイページのメールアドレスの登録をご確認ください。  

メールアドレスが未登録であったり，受信できない古いメールアドレスが登録されていたりする場 

合，ニュースレターが配信されません。現在，受信できるメールアドレスが登録されているかをご確

認ください。また，携帯電話のメールアドレス（docomo.ne.jp，au.com，softbank.ne.jp など）は

送受信できる文字数が決まっているため，未着になる場合があります。マイページに携帯電話のメ

ールアドレスを登録されている方は，PCのメールアドレスへの変更をおすすめいたします。  

② メールのフィルタリングの設定についてご確認ください。  

メールの受信にあたってフィルタリングなどを設定されている場合は，配信されるメールが迷惑メ

ールに振り分けられる場合があります。ニュースレターは「no-reply@mail.jmes.me」というアド

レスからお送りしますので，受信トレイに届くように設定をお願いします。 

 

次回ニュースレターの発行は，2025年８月18日（第10１号）を予定しております。 

 

 

 

 

 

［お願い］ニュースレターはメール配信でお届けしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nasem.jp/61th-meeting/
https://www.jsme.net/
https://www.musicology.jp/activities/convention/
https://jcrda.jp/zenkokutaikai2024.html
http://s-jfm.org/
https://seec-web.com/
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３ 会員の声 

１．ハンガリー音楽教育研修旅行 

 牛頭 真也（洗足学園音楽大学）・原田 恵（東京大学大学院生）  

加藤 友莉菜（横浜国立大学大学院生）・谷貝 育根（墨田区立第三吾嬬小学校） 

2025年３月26日～31日の期間，コダーイ・システム（コダーイ・メソッド）による音楽教育が行わ

れているハンガリーに赴き，研修（合唱指揮者，中村拓紀氏企画）に参加してきました。本研修では

学校の音楽授業の見学と，世界的に有名なカンテムス少女合唱団とプロムジカ女声合唱団，カンテム

ス混声合唱団のリハーサルの見学を通して，実際の指導を学んできました。下記に，２日目（３月27

日）と３日目（同28日）の研修の様子をご報告いたします。（牛頭） 

２日目午前に訪問したヴェレシュマルティ音楽・言語小学校（ブダペスト市）では，ジュジャンナ

先生が担当する１年生と３年生の授業を見学しました。１年生の授業はリズムをテーマに，自分の名

前に合うリズムの発見や，リズム伝言ゲーム，リズムにメロディをつけて移動ドで歌うなど，リズム

を自分の体や音程感覚と関連付けながら捉え，「リズム・音程・自分の体」の関係性を繋ぎながらリズ

ムや移動ドの感覚を涵養する過程が興味深かったです。さらに３年生では，移動ドで「ドミソミド」

を聴き取って「長三和音〜♪」，「ラドミドラ」を聴き取って「短三和音〜♪」と歌う聴音や，長２度や

完全４度などの音程の度数と種類を聴き取る聴音に取り組んでおり，衝撃を受けました。合唱での圧

倒的なハーモニーの裏にある秘密を垣間見た，貴重な授業見学でした。（原田） 

２日目午後はコダーイ音楽小学校（ブダペスト市）を訪問しました。プシュカシュ先生ご担当の１

年生の授業では，ハンドサインを用いた歌唱，カノン，歌遊びなどが，ベーラ先生ご担当の６年生の

授業では，コカシュ方式を用いた活動が行われていました。印象的だった点は，午前中に見学したヴ

ェレシュマルティ音楽・言語小学校とコダーイ音楽小学校の歌声の違いです。前者は頭声的発声で非

常に繊細，後者は胸声の響きも用い明るく元気と感じました。ハンガリーの音楽の授業は細部まで統

一されていると思っていましたが，ジュジャンナ先生の「コダーイのメソッドというよりコダーイの

『伝統』という形で普及している」というお話を踏まえると，こうした違いにも納得しました。（加藤） 

３日目のコダーイ小学校（ニーレジハーザ市）では，２・３・６・７・８年生の授業を見学しまし

た。サボー先生が担当する７年生では，W.A.モーツァルトの《そり遊び》（KV605）を教材に，作曲家

や楽曲の様式，時代等について子どもたちが答え，先生が解説を加えることで知識を深めていました。

楽曲を聴き，指揮をしながら主題の旋律を口ずさんだ後，音源を繰り返し聴きながら，主旋律をノー

トに書き取ったり，その旋律の下に和音の機能やバス声部を記したりすることで，旋律と和音の構造

を可視化していました。45分間の授業の中で，音楽史的な内容とソルフェージュ的な内容を包括して

学んでいることが印象に残りました。日本の高等学校（音楽科）や音楽大学にある基礎科目のような

内容に，12，３歳の子どもたちが取り組んでいることに圧倒されました。（谷貝） 

研修を通して，読譜教育についての充実が今後の日本の音楽教育に大切なことではないかと感じま

した。小学１年生から五線譜（子どもたちは自分のノートを持っている）を使っており，低学年では

リズムの理解のために音符の符幹と連桁と４分休符を表す「Z」を中心に，中学年以降になると何種類

かの音符や休符を用いてメロディを書いていました。「聴くこと」と「歌うこと」に「書くこと」が結

びつき，発達に応じた授業が展開され，子どもたちが音楽活動を楽しんでいる姿が見られました。 
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２．コダーイと私 ―日本コダーイ協会全国大会 in Osaka 2025に向けて― 

木下 千代（兵庫教育大学） 

 私がコダーイの音楽教育に出会ったのは 60 歳を過ぎてからでした。ピアノ実技の教員として長く

大学で教えてきましたが，「初等音楽」などの授業で，楽譜が読めない，正しく歌えない，楽典を知ら

ないなど，音楽の基礎力が身についていない学生をたくさん見てきました。また教育実習などで学生

たちの画一的な授業にふれるたび「これでいいのだろうか」と思いつつ，ピアノを専門とする私には

それを指導する術がなく，忸怩たる思いで過ごしてきました。 

そんな折2018年に国際コダーイ協会元会長のジェームス・カスケリー先生の講座に参加し，私たち

教員が持つべき音楽的資質・素養とその指導法を学び，本物の音楽教育に出会った心地がしました。

その後カスケリー先生が教えるブリスベンの幼小中高一貫の女子校を訪問，歌にあふれた流れのある

授業，学年を追って少しずつ積みあがっていく学びの内容，厳選された教材とその教授法に，こんな

ふうに音楽を教えられた子どもは本当に幸せであると感じました。 

以来，海外からの講座を受講しながら，その素晴らしい指導法に目を開かれる思いで研修を重ねま

した。コダーイが提唱した「自国の音楽からはじめるのがよい」「音楽教育は早期から系統立てて行う

べきである」「人間の持っている最高の楽器は声である」「万人が生涯にわたって音楽を享受できるよ

うに」を常に心に刻み，ピアノ授業の中の限りある時間でしたが実践を試みました。わらべうたやカ

ノンで互いを聞きあって歌うこと，ハンドサインやスティックノートで正しい音程やリズムを体得す

ること，移動ド唱と移調唱の美しさを味わうこと，旋法の多彩さに目を開くこと，ソルフェージュ力

を高めること，等の活動をしました。また鑑賞教育では，音楽の形式を可視化すると内容が明確にな

ります。ハンガリーの教育ではルネサンスから現代まで幅広い時代の音楽が，実に興味深い方法で扱

われます。教師は教材を見極め，どのように提示するか，その方法論を常に考えねばなりません。コ

ダーイは「子どもたちに最良の音楽を与える必要がある」と言っています。 

日本には教科書があり学習指導要領もあります。ハンガリーの教育システムをそのまま導入するこ

となどできません。しかしコダーイのコンセプトは，音楽教育を豊かにするための指針に満ちていま

す。音楽の時間数が減少し，教育系大学でも芸術科目が消えていくという危機感を抱く中，日本の学

校音楽教育を変革していく可能性を，私はこのメソッドに見出しています。 

本NL「音楽教育の窓」でも紹介いただいている通り，来る８月23，24日に大阪成蹊大学にて日本

コダーイ協会全国大会が開催されます。事務局としてとめどなく湧いてくる業務をこなすうち，この

大会に強い愛着を持つようになりました。これまで参加する側でしたが，開催する側の配慮や苦労に

も目が向くようになりました。基調講演はハンガリーのコダーイ音楽研究所スィラーニ・ボルバーラ

先生から動画をいただきます。また特に重要な小学校の取り組みを全員に聞いてもらいたいという実

行委員長のたっての願いで，分科会にせず全体会形式になっています。コダーイコンセプトにのっと

り充実した教育を展開している各校種の先生方の発表を共有し，学校音楽教育について考える大会に

したいと願っています（詳しくは日本コダーイ協会のHPをご覧ください）。音楽教育に携わる私たち

がいま何をすべきか，どのようなことができるのか。万博も開催されている大阪の地で，みなさまと

共に音楽教育の未来を見据えてまいりましょう。 
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 ４ 会員の新刊・近刊等紹介 

 

★大木 美穂著『「緊張」がパフォーマンスを高める！ 音楽家のためのメンタルトレーニング』 ヤマハ

ミュージックエンタテインメントホールディングス 2023/11/28 四六判・240頁 ISBN：978-4-

63610630-5［2,310円（税込）］ 

元々あがりに悩んでいた筆者がドイツでのスポーツ心理学と音楽教育を掛け合わせた研究をもと

に，音楽家の感性と心を育むメンタルトレーニングを紹介。イメージする力を磨き音楽性もメンタ

ルも一段上へと導く，すべての音楽家のための実践に寄り添う優しい手引き書。 

 

★清水 宏美・山本 晶子著『楽しもう！ボディリズムで音楽を表現しよう―〈ボディリズム〉を活用し

た小学校・中学校の音楽科授業づくり（動画付）』 全音楽出版社 2024/11/15 B5 判・112 頁 ISBN：

978-4118600437［本体2,400円＋税］  

小学校・中学校の音楽的な基盤を築くリズム感を，自分の身体〈ボディリズム〉を活用して表現し

たり，音楽づくり・創作したりする。ボディリズム・パターンから楽譜，指導案・ワークシートが

掲載されており，更に動画付ですぐに実践できることも本書の特徴である。 

 

★吉田 武男監修／樋口 直宏他編著／笹野 恵理子他著『現代の学力観と評価（MINERVA はじめ

て学ぶ教科教育 別巻）』 ミネルヴァ書房 2024/12/30 B5版・212頁 ISBN：9784623098095［3,080

円（税込）］ 

俯瞰的な視点から「現代の学力観と評価」の内容を解説し，日本の「各教科における学力観と評価」，

世界の「学力観と評価」の特徴を描く。初等教育の領域・分野における「現代の学力観と評価」の

特徴を紡ぎ出す。第10章では，戦後から現在にいたる音楽科教育の「学力観と評価」を考察。 

 

★後藤 丹解説『麗しのラヴェル 名曲 12 選（ピアノ）』 全音楽譜出版社 2025/1/15 菊倍判・72 頁 

ISBN：978-4-11-170178-0［本体1,500円+税］ 

 作曲家毎のピアノ曲集の７冊目である。《亡き王女のためのパヴァーヌ》《シャブリエ風に》など

親しみやすい作品を集め，《妖精の庭》など３曲のピアノ独奏用編曲も行った。巻頭解説では様々

な角度から「ラヴェル早わかり」を目指している。 

 

★ランディー・フェイバー著／近藤 真子訳『ピアノ・アドヴェンチャー・スケール＆コードブック（3）和

声を意識した練習』 全音楽譜出版社 2025/2/15 菊倍判・72頁 ISBN：978-4-11-171021-8［1,650円

（税込）］ 

全米での人気NO.１教材「ピアノアドヴェンチャー」シリーズの著者，ランディー・フェイバーに

よるスケールとコード学習のための教材。和声を意識しつつ，スケール，アルペジオ，コード進行

を多面的に学び，演奏力の向上を目指す。 
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★「授業力＆学級経営力」編集部編／津田 正之・酒井 美恵子他著『６年間まるっとおまかせ！短時

間でパッとできる音楽あそび大事典』 明治図書 2025/2/20 A5判・192頁 ISBN：978-4-18-360421-

7［2,090円（税込）］ 

音楽あそびの重要性やポイントを解説した後，授業，学級活動，学校行事で使えるあそびを90本収

録。プランの執筆者は音楽授業の達人揃い。子どもが夢中になれる音楽あそびのアイデアが満載｡ 

 

★マキシン・グリーン著／上野 正道（監訳）・近藤 真子他訳『想像力をときはなつ：アートと教育が

社会を変える』 勁草書房 2025/3/3 四六判・464 頁 ISBN：978-4-326-29939-3［4,950円（税込）］ 

芸術を通じて教育の可能性を拡張し，想像力による社会変革の道を示すグリーンの主著，待望の初

邦訳である。アートと教育に何ができるのか。未知の可能性への想像と，新たな問いへの目覚めを

促す。想像力の力を音楽教育の視点からも深く考えさせられる一冊。 

 

★山本 耕平著『音楽で「良い子」は育てられるのか―「情操」から読み解く音楽教育史―』 春秋社

2025/3/19 四六判・280頁 ISBN：978-4-393-93615-3［3,080円（税込）］ 

日本の戦後音楽教育において中心的な目標とされてきた「情操」という概念がいかに解釈されてき

たのか，国，地方自治体，作曲家，そして現場の音楽教師たちの言説を取り上げながら論じている。 

 

★石上 則子・伊藤 俊彦著『音・音楽であそぼ！―題材に直結する音楽あそび―』音楽之友社 

2025/4/30 B5判・128頁 ISBN：978-4276321823［本体2,200円＋税］ 

執筆者の長年の指導経験をもとに，小学校音楽科の表現及び鑑賞における多様な音楽活動を，楽し

みながら体験できるように呈示した書籍である。各事例では，身に付けたい力，活動の意味，活用

できる題材なども明示し，即授業実践に生かすことができる内容をわかりやすく紹介している。 

 

★佐野 仁美・岡林 典子編著『創造性を育む乳幼児からの音楽表現』ミネルヴァ書房 2025/3/30 B5

判・176頁 ISBN：9784623098224［2,200円（税込）］ 

「子どもたちの創造性を育む」という視点で，幼児期からその素地を培うための具体的な保育の活

動を紹介した１冊。日本語や日本人の音感覚に基づいた内容を重視し，絵本を用いた表現遊びの方

法，劇遊びの音楽をつける方法やリトミックの教材も掲載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回も，たくさんの新刊紹介をありがとうございました。 

引き続き，ニュースレターでは「会員の新刊・近刊等紹介」「会員の声」への皆様のご投稿をお

待ちしております。書籍，CD，DVD などのリリースの情報がありましたら，基本的な書籍情報，

音源情報に加えて「である調」120字程度の紹介文をお送りください。 

 

投稿先アドレス☞（半角）ｏｎｋｙｏｉｋｕ＠ｒｅｍｕs．ｄｔｉ．ｎｅ．ｊｐ 
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５ 報告 

１． 2025年度 日本音楽教育学会 第１回常任理事会 

日 時： 2025年４月20日（日）13：00～14：40 

場 所： 聖心女子大学マリアンホール 

出 席： 権藤・有本・本多・伊野・今川・今田・菅道子・菅裕（記録）・寺田・中嶋  

 

【審議事項】 

１．新入会員及び退会者について（本多）  

 2025年２月２日常任理事会以降の新入会員（16名）・申出退会者（20名）について承認された。ま

た，2025年５月末に２年間会費未納の場合，2024年度をもって自然退会者となる58名について報

告があり，可能な場合は本人への確認依頼があった。 

 

２．2024年度決算報告及び監査報告（寺田，伊藤・杉江→寺田）  

 2024年度会計報告について正会員会費の納入状況が良好であること，発表者が多くプログラムの印

刷ページが増えたため，大会運営費事務局経費が約 13 万円予算を超えていることについて説明が

あった。事務局人件費調整について検討した上，承認された。 

 

３．第56回大会について（報告も含む）（菅裕） 

 ①日程表案について  

弘前大会のスケジュールを踏襲した日程表の大枠を確認し，承認された。今後KMES会長の意

向，発表及び共同企画の応募数，会場校使用可能部屋数などを勘案して調整する。 

 ②常任理事会企画プロジェクト研究について  

企画委員会原案「GIGAスクール第２期に向けて」について確認し，承認された。  

 

４．学会誌検討委員会からの答申について（今川・権藤）              

３つの会長諮問事項について今川学会誌検討委員会委員長から答申が提出され，検討の結果，基

本方針が提案され，承認された。今後，ジャーナルの体裁や『音楽教育学』との差異化等の具体

案について，学会誌検討ワーキンググループを設置して検討することが確認された。 

 

５．音楽文献目録委員会からの遡及入力寄付依頼について（本多）         

音楽文献目録委員会から，2022年度に開始され，2025年度完了予定の遡及入力寄付について，継

続的な支援の検討依頼があり，当面寄付を継続することが承認された。 
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２．2025年度 日本音楽教育学会 第１回理事会 

                   

日 時： 2025年４月20日（日）15：00～17:00 

場 所： 聖心女子大学マリアンホール 

出 席： 権藤・有本・本多・伊野・今川・今田・菅道子・菅裕・寺田・中嶋・樫下・中地 

松永（記録）・三村 

 

会長からの挨拶のあと，本多事務局長から以下の会務報告がなされた。 

【会務報告】〈2025年２月２日以降〉（本多） 

 ２月２日 2024年度第４回常任理事会（Web会議） 

２月８日   2024年度第４回編集委員会（Web会議） 

３月18日  ニュースレター第99号発行 

      ニュースレターのメール配信について補足説明があった。 

３月31日 『音楽教育学』第54巻第２号発行 

３月31日  2024年度会計決算 

４月17日 2024年度会計監査会（対面・Web会議） 

 

【審議事項】 

１．新入会員及び退会者について（本多） 

 2025年２月２日開催常任理事会以降の，新入会員（正会員 16名)，申出退会者（正会員 20名）に

ついて承認された。この他，2025年５月末に２年間会費未納だった場合に，2024年度をもって自然

退会となる正会員58名，特別会員1名の報告があった。 

 

正会員新入会16名 
 

（2025年４月17日現在，正会員1,548名，学生会員２名，名誉会員１名，特別会員３名） 

 

会員番号 氏名 所属先等 

 個人情報保護のために削除いたしました。 
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２．2024年度決算報告及び監査報告（寺田，伊藤・杉江→寺田） 

 資料に基づき，2024年度決算報告があった。正会員の会費納入率が例年より高かったこと，全体的

に予算の範囲内で支出が行われていたことが報告された。加えて，予算額に対して決算額がオーバ

ーした費目についての説明がなされた。 

また, ４月17日に会計監査が行われ，適正な使用であると認められたことが報告され，承認された。 

 

３．2025年度事業計画及び補正予算について（本多，寺田） 

資料に基づき，2025年度事業計画が示された。特に，ニュースレターのメール配信，理事および会

長選挙，８月のワークショップ，11月の全国大会について補足説明があった。 

また，寺田会計担当理事より2025年度補正予算案についての説明が行われた。事務局の人件費改定

については，2024 年 4 月に遡及した差額を一時金として支給し，2025 年度補正予算の際に反映す

ることが承認された。 

  

４．2026年度事業計画及び予算について（本多，寺田） 

資料に基づき，2026年度事業計画，続いて，2026年度予算案が示され，承認された。RILM支援金

については 2025 年度まで予定していたため，2026 年度以降については議題９で検討することが報

告された。 

 

５．第56回大会について（報告も含む） 

 ① 大会実行委員会より（西田→本多） 

  第 56 回大会について，西田大会実行委員長からの資料に基づき，概要，進行状況等が報告され

た。 

  また，コンベンション協会からの補助を得るため，長崎市内への宿泊を積極的に広報する必要が

あること，実行委員が九州各地に在籍することから実働性を高めるため予算の範囲内でアルバイ

トを雇用することが示された。 

 

② 日程表案について（菅裕） 

基本的には弘前大会の時程を踏襲し，教室数を勘案して発表・共同企画等の日程を決めること，

今年度は開会行事においてKMES 会長の招待講演が予定されていること，実行委員会企画では，

基調講演は行わずシンポジウムを実施することが，資料に基づいて説明された。なお，総会前に

学会賞授与式を行う。 

 

③ 常任理事会企画プロジェクト研究について（菅裕） 

資料に基づき，常任理事会企画プロジェクト研究について説明があった。 

 

 ④ 大会プログラム作成スケジュールについて（菅道子） 

  資料に基づき，2025年度大会プログラムの作成スケジュールが示された。 

プログラム作成にあたって，発表者に対して，発表要旨のタイトルと所属のチェックを徹底して

ほしいとの要望が出された。 
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６．2025年度第12回ワークショップについて（樫下）  

資料に基づき，2025 年度第 12 回ワークショップを８月２日（土）に東京藝大にて開催することが

報告された。タイトルは「インタビュー調査の基本と応用を学ぼう」で，弘前大学名誉教授の杉山

祐子氏を講師に迎え，ワークショップ等を開講する予定である。 

 

７．学会誌検討委員会からの答申について（今川・権藤） 

資料に基づき，会長から諮問を受けた学会誌に関する検討事項についての答申が報告された。 

 特に，『音楽教育実践ジャーナル』に「研究論文」と「研究報告」の原稿種別を新設し，「査読あり」

とし，その他の原稿種については，「査読なし」として，編集委員会が「採否の決定」を行う従来の

あり方を継続すること，『音楽教育学』『音楽教育実践ジャーナル』ともに，「研究論文」と「研究報

告」，および『音楽教育学』の「論考」と「研究動向」のすべてに，英語の title・keyword・abstractを

つけることについて承認された。この結果，『音楽教育学』『音楽教育実践ジャーナル』はともに「査

読付き」の学会誌となり，両誌は同格のものであるという合意がなされた。 

 これに伴い，査読体制を『教育学』『ジャーナル』ともに編集委員査読者２名，外部査読者１名とす

るのが適当であり，両誌の評価基準は査読体制においても差異がないことを明確にすることも確認

された。 

 今後は，学会誌検討ワーキンググループを作り，各種規定の改正，変更実施に向けての条件整備を

進め，7月の常任理事会，11月の常任理事会および理事会を経て，総会にて議案として審議される。 

 

８．2025年度日本音楽教育学会参事の委嘱について（本多） 

 2025年度日本音楽教育学会参事について委嘱したい場合は申し出るよう要請があった。 

 

９．音楽文献目録委員会からの遡及入力寄付依頼について（本多） 

資料に基づき，音楽文献目録委員会からの遡及入力寄付依頼について，2026年度は５万円の支援を

継続することが提案され，承認された。 

 

10．大会開催輪番について（権藤）   

 会長より，2026 年度の第 57 回大会は関東地区東京学芸大学にて開催を引き受けていただける運び

となったことが伝えられ，大会時の総会で承認を得ることが了承された。続いて中地理事より開催

時期について，第１希望10月中旬，第２希望11月中旬を検討していることが報告された。また，

第58回大会については，輪番制で東海・北陸地区であることが示され，当該地区理事で協議するこ

ととなった。 

 

11．その他 

【報告事項】 

１．各委員会等報告 

 ① 編集委員会（今川） 

『音楽教育実践ジャーナル』のあり方について編集委員会内でも検討を重ねることが報告された。 

併せて特集テーマについても今後検討を重ねていくことが示された。 

投稿原稿については，『音楽教育学』は修正再査読１本が掲載可となり，また新規投稿５本中２本

が再査読となった。『音楽教育実践ジャーナル』は，特集投稿３本，自由投稿６本が掲載可となっ
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たと報告があった。 

 

 ② 国際交流委員会（今田） 

韓国との交流についての報告があり，今秋大会でも招待講演が行われる予定であるとの報告があ

った。  

 

③  広報委員会（中嶋）  

  ニュースレター99号を３月にML配信したこと，そのうち未達が 60件程度あったことが報告さ

れた。学会からのメールが受信できるよう，郵便での送付物配送時に引き続き注意喚起を行うこ

とが確認された。また，ニュースレターの編集作業について，委員の負担軽減のため，編集補助

者に構成段階から依頼するようにした。今後テンプレートや字体を見直していくことにより改善

を図っていくことも示された。 

 さらに，ニュースレター100号を５月18日ML配信する予定であり，現在「100号に寄せて」の

依頼原稿や大会案内などを進めていると報告があった。  

  なお，ニュースレター配信については限られた担当者の負担となる部分が大きいため，今後の人

員について検討が必要であることが示された。  

 

④  選挙管理委員会（山内→菅道子） 

第27期選挙に向けてのスケジュールが示された。なお，４月13日現在，紙による投票希望者１

名，理事の被選挙権者辞退の申し出が５名あったことが報告された（４月20日締切）。 

 

⑤  音楽文献目録委員会（大田→本多） 

大田音楽文献目録委員からとして，バナー広告の募集等について報告があった。 

 

⑥ 教科教育学コンソーシアム（伊藤→本多） 

伊藤真教科教育学コンソーシアム委員からの報告として，令和６年度の活動報告と，令和７年度

の活動計画が要約して示された。 

 

⑦ 学会企画研究（杉江→本多，今川） 

学会企画研究として進行中の「小・中学生の生活と音楽に関する調査2024」について，質問紙調

査部会の杉江部会代表からの資料に基づき，目標数を大幅に上回る回収数が得られたことを含む

進捗状況の概要が説明され，ご協力いただいた方々への謝意が示されるとともに，2025年度の予

定について報告がなされた。  

続いて，インタビュー調査部会の今川部会代表から，拡大委員会の開催及び勉強会で倫理審査の

受審の仕方等についての勉強会を行い，27名の参加者があったことが報告された。併せて今後イ

ンタビュー候補者を集める作業を進めていくことが報告された。 

 

⑧ 学会賞審査委員会（権藤） 

第９回学会賞受賞者として，『音楽教育学』第53巻第２号に論文掲載の松川亜矢会員が選ばれた

ことが報告された。 
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２．例会報告（寺田・今田・伊野・中地・松永・菅道子・三村・菅裕） 

九州地区   ３月８日長崎大学教育学部にて開催。発表５件，ミニコンサート。出席者 20 名程

度。 

中国四国地区 ３月１日広島大学にて開催。発表13件，参加者は非会員含む37人。 

近畿地区   １回目９月21日京都教育大学にて開催。「教科の枠組を超えた学校音楽教育」をテ

ーマに５本の発表。参加者26名。２回目３月８日Zoom開催。修論１本，会員発表

１本，参加者19名。なお，近畿地区はこれまで年２回開催を行ってきたが，今後は

他地区同様年１回開催で検討中。 

東海地区   ２月 22 日名駅セミナーオフィスルームにて開催（岐阜大学担当）。院生発表７本，

一般発表４本。参加者約37名。 

関東地区   ３月８日東京学芸大学にて開催。博士論文発表３名，参加者30名。一人50分で行

った。 

北陸地区   ３月８日オンラインにて開催（信州大学担当）。卒論１本，研究発表５本うち４本が

共同研究，参加者19名。  

東北地区   ３月15日に福島大学にて開催。発表８本，参加者30名以上。 

北海道地区  昨年11月９日に北海道教育大学釧路校にて開催。発表４件，参加者約10名。 

 

＜次回会議の予定＞  第２回常任理事会        ７月６日（日）18時～20時 （Web会議） 

第３回常任理事会・第２回理事会 11月７日（金）長崎大学（予定，時間未定） 
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６ 事務局より 

事務局長 本多 佐保美 

１．第56回大会事前申込について 

学会HP 及び大会申込Web サイトをご覧ください。 

研究発表・共同企画の申込み及び要旨登録〆切 ： 2025 年５月31 日（土）15：00 

大会参加事前申込み〆切 ： 2025 年９月30 日（火）15：00 

※大会参加費（事前）は，正会員・特別会員4,000 円，学生会員（学部）1,000 円です。 

２．年度会費納入のお願い    

会費の期限内納入にご協力ください。会費未納の場合，大会での発表，送付物，論文投稿などに支

障が生じます。２年間会費を滞納すると自然退会になります。会費納入後，約２週間で事務局より年

会費振込の確認メールが自動送信されます。メールが届かない場合は事務局までご連絡ください。な

お，申込Web サイトから年度会費も納入することができるようになりました。ぜひご活用ください。

ただし，会費納入後，マイページの更新・学会からの入金確認メール受信までには，少し時間がかか

ります。クレジットの場合，決済完了メールでご確認ください。 

３．会員情報（所属先・住所など）の変更について 

所属先・住所等に変更があった場合は，速やかに修正登録をお願いします。会員情報の変更は事務

局では受け付けておりません。学会HP「会員個人専用ページ（「マイページ」）」からご自身で変更し

ていただきますようお願いします。メールアドレスが未登録の方は「マイページ」に入ることができ

ませんので，事務局まで至急メールアドレスをご連絡ください。 

昨年度から，学会誌郵送時の郵便物にチラシを同封することについて，郵便局のチェックが厳しく

なりチラシ同封を減らしています。また，ニュースレターや地区例会のお知らせもメーリングリスト

でのメール送信に切り替わっています。このような状況ですので，会員の皆様には正確なメールのご

登録をぜひよろしくお願いします。 

４．事務局について 

事務局は火・木（10：00～15：00）が開局時間です。今年度も宇田川さん，亀山さん，徳山さん，

若尾さんに事務局業務を担当していただきます。どうぞよろしくお願いします。 

…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—【編集後記】…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—…— 

記念すべき100号目のニュースレターを発行することができました。会員の皆様にとって有意義

な情報交流・研究交流の場になるよう，笹野委員長・上野・鈴木・中嶋・長山の５名の委員会体制

で，１年間取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。（上野 智子） 

—…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—……—…—…—…—…—…——…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—…—… 

【日本音楽教育学会事務局】 

所 在 地 ：〒184-0004 東京都小金井市本町 5-38-10-206  Tel. ＆ Fax.：042-381-3562 

E-mail ：（半角）ｏｎｋｙｏｉｋｕ＠ｒｅｍｕｓ．ｄｔｉ．ｎｅ．ｊｐ 

私 書 箱 ：〒184-8799 東京都小金井郵便局私書箱 26 ＊郵便物は私書箱へ 

郵便振替口座：00110-6-79672，日本音楽教育学会 

他金融機関からの振込：ゆうちょ銀行，〇一九（ゼロイチキュウ）店，当座0079672，日本音楽教育学会 

開局日時 ：火・木 10:00～15:00 

事務局員 ：宇田川・亀山・徳山・若尾 

 


